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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：2022 年   4 ⽉   18 ⽇ 
● 事 業 名 ：市⺠社会の調査・発信⼒強化プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ：特定⾮営利活動法⼈まちぽっと 
● 実 ⾏ 団 体 ：特定⾮営利活動法⼈ Tansa 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
アウトプット 指標 ⽬標値 

 
達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

①1-1 ⽇本の市⺠や若⼿ジャ
ーナリスト、ジャーナリスト志
望の学⽣らが、取材の技術や知
識を得る。 

特設サイト（オンライ
ン講座）の参加者数 

オンライン講座受講者 200 ⼈（40
⼈×5 講座コース） 

2023 年 3
⽉ 

7 ⼈（アドバンスドコー
ス） 
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②1-2 ⽇本の市⺠や若⼿ジャ
ーナリスト、ジャーナリスト志
望の学⽣らが、社会問題解決の
ための情報発信をする。 

特設サイト（オンライ
ン講座）の参加者によ
る情報発信数 

書籍、ホームページなどの媒体で
5 本の探査記事が発表され、SNS
やブログなどでも多数情報発信さ
れている状態 

2023 年 3
⽉ 

8 本 1 
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③2-1 ⽇本の市⺠や若⼿ジャ
ーナリスト、ジャーナリスト志
望の学⽣らが社会問題テーマや
解決への⽅法・取組を学ぶ。 

イベントの参加者数 イベントへの参加者 600 ⼈（30 ⼈
×6 回のシンポジウム、20 ⼈×15
回の市⺠向け出前講座、10 ⼈×12
回の⼤学出前講座） 

2023 年 3
⽉ 

述べ 10 回 33 ⼈ 2 

④2-2 ⽇本の市⺠や若⼿ジャ
ーナリスト、ジャーナリスト志
望の学⽣らが、社会問題解決の
ための情報発信をする。 

イベントの参加者に
よる情報発信数 

書籍、ホームページなどの媒体で
2 本の探査記事が発表されている
状態（SNS での情報発信多数） 

2023 年 3
⽉ 

0 本 3 

⑤3-1 アジアの市⺠や若⼿ジ
ャーナリストが国際的な視野を
⾝につける。 

交流事業の参加者 交流事業参加者 20 ⼈（アジア圏の
国での交流事業 1 回） 

2023 年 3
⽉ 

0 回（0 ⼈） 3 

⑥COVID-19 感染拡⼤のため緊
急対策が必要となりその対応と
緊急時対応のための組織基盤の
整備を⾏う。 

本来事業活動への影
響 
緊急対応のための内
部、外部⼈材の確保 

本来事業への影響の軽減 2021 年 3
⽉ 

本来事業への影響を軽
減できている 

1 

 
＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
【Tansa Schoolについて】 
2021 年 4 ⽉  Tansa Schoolアドバンスドコースの準備 
    5 ⽉  受講⽣の受付スタート（定員 10 名。7 名が選考通過し受講決定） 

6 ⽉  開校（8カ⽉間で 8 回の授業を実施、期間中は随時講師への質問や相談を受付） 
2022 年 2 ⽉  成果発表会開催、コース修了 
    3 ⽉  Tansa School 第 2 期ベーシックコースの告知開始、「無料お試し講座」を 6 回実施 
 
【ワークショップについて】 
2021 年 7 ⽉〜9 ⽉  NPO 法⼈⽊のねっこの⽣徒対象「興味あることでスクープを放つ」を計 5 回実施 
    11 ⽉〜    NPO 法⼈⽊のねっこの⽣徒対象「⾝近な社会問題でスクープを放つ」を計 5 回実施（年度を跨いで継続中） 
 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
Tansa Schoolの講師に新型コロナの濃厚接触者がでた際、予定していた対⾯形式の授業をオンライン形式での実施に切り替えた。オンライ
ン形式でも受講⽣が不⾃由しないよう、性能の良い機材で配信を⾏った。また、後⽇対⾯で講師に相談できる代替措置をとったので、受講
⽣からは好評だった。 
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② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：助成⾦を使⽤し購⼊した備品類には、シンボルマークのシールを貼

っている 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
アドバンスドコース（第 1 期）の受講⽣の作品が、以下に掲載された。（2022 年 4 ⽉ 15 ⽇時点） 
https://www.huffingtonpost.jp/entry/story_jp_620c600fe4b05706db6f715b 
https://www.huffingtonpost.jp/entry/story_jp_621eb9eee4b0250871a70e59 
https://www.huffingtonpost.jp/entry/story_jp_622977fde4b02961583666e7 
https://toyokeizai.net/category/developmental-disorder 
https://news.yahoo.co.jp/byline/kobayashitakuya/20220314-00286482 
https://news.yahoo.co.jp/byline/kobayashitakuya/20220315-00286497 
https://news.yahoo.co.jp/byline/kobayashitakuya/20220316-00286506 
https://news.yahoo.co.jp/articles/27cd1046a8fe2667fcc33139e140c1d7b97a53d4 
 

2.広報制作物等 
・Tansa の活動案内パンフレット「活動報告 2022」で、Tansa Schoolの概要や受講⽣の声を紹介するページを設けた 
・弊社のウェブサイトに、以下のページを設けた 
アドバンスドコース受講⽣募集開始のお知らせ：https://tansajp.org/information/8293/ 
ベーシックコース第 1 期⽣の声：https://tansajp.org/school/8762/ 
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3.報告書等 
なし 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
2022 年 4 ⽉開講の「Tansa School 第 2 期ベーシックコース」に向けて、以下を実施した。 
・2022 年 1 ⽉ 21 ⽇ 週刊⾦曜⽇主催「⾦曜ジャーナリズム塾」出演 
・「無料お試し講座」を 6 回実施（2022 年 2 ⽉ 26 ⽇、27 ⽇、3 ⽉ 5 ⽇、19 ⽇、22 ⽇、25 ⽇） 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：理事の変更（追加）等が発⽣し、定款の変更申請をしているため。

変更⼿続きが完了次第、公開する予定。 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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Tansa Schoolアドバンスドコース成果発表会の様⼦① 
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Tansa Schoolアドバンスドコース成果発表会の様⼦② 
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ワークショップ型 Tansa School成果発表会の様⼦ 


